
こども向けパブリックコメントの来年度の取組について

■今年度の実施状況について
従来実施していたパブリックコメント（こどもを含む道民からの意見募集）を、

こどもによりわかりやすいものとするため、パブリックコメントの実施要綱の下に、
「こどもの意見募集要領」を制定し、運用。

▼対象
パブリックコメントと同様
※パブリックコメント実施機関が所管する有識者会議等で、「こどもの意見募
集要領に基づく対応は不要」と判断されたものは除く。
• 長期総合計画、行政運営や政策の基本的な事項を定める計画の策定、改定
• 行政運営、政策の基本的な事項を定める条例、必要な事項を定める規則の制
定、改廃案の策定

• 道民に義務を課し、権利を制限する内容の条例等

▼意見提出者の範囲
小学生～高校生世代
※こども家庭庁のいけんぷらす（小学生世代～20代）を参考とし決定。
（高校卒業～20代は一般向けパブリックコメントで対応。）
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こども向けパブリックコメントの来年度の取組について

■今年度の実施状況について

▼広報の方法
子ども政策企画課から学校、フリースクール、

市町村（児童館、図書館等）、障がい団体等に対し、
四半期に１回チラシを発出。

▼こどもにとっての分かりやすさの配慮
パブリックコメント実施機関が資料を作成する際は、こどもの年齢や発達等を

考慮し、やさしい日本語・イラスト・グラフを用いるなど、こどもにとって
わかりやすい内容とするよう努める。
計画等の案の概要
資料内のすべての漢字にルビを振る。

設問
• 電子申請システム（道のWEBアンケートフォーム）で意見を募集。
• 設問数：10問程度を基本 選択肢：５択程度を基本
※R5試行実施時のこども向けアンケートを参考に決定。

• 自由記載枠も設ける。
• 括弧書きで読み仮名を表示する。

結果公表資料
資料内のすべての漢字にルビを振る。
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■今年度の実施状況について

▼実績件数（12月20日時点）
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条例・計画名 実施時期 意見件数

北海道総合計画 4/10～5/9 420

観光振興税（現・宿泊税） 4/22～5/23 29

地域日本語教育の推進に関する基本的な方針 6/18～7/17 26

生物多様性保全計画 6/20～7/22 36

札幌医科大学中期目標 8/7～9/6 1

道立総合研究機構中期目標 8/9～9/9 4

国土利用計画・土地利用基本計画 9/4～10/3 1

ヒグマ管理計画 9/11～10/11 0

※意見件数確定前を含めた実施状況一覧は、資料2-2のとおり

（件）



■今年度の実施状況について

▼実施後アンケート結果（12月20日時点）
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こども向けパブリックコメントの来年度の取組について 資料２－１

課題 対応案

実施対象を精査すべき

こども向けの実施後アンケートで、答えやすい実施
対象範囲を確認。（資料2-3【10】）
→「精査すべき」が多い場合、精査の手法を検討
し、R8年度に反映。

取組の途中経過も含めて
周知すべき

チラシ周知依頼時に、こどもアンケート結果や
これまでの募集結果を含めて周知。

資料の作成例を示すべき
実施機関向けの作成基準と作成例（資料2-4）を
策定し運用。

簡易申請システムの
ルビ振り方法を改善すべき

改修可否は2月に決定。改修時期は未定（R7.4月改
修とはならない見込）。
・経過措置として、ルビ振りを「一文ごと」に変更。
・こども向けの実施後アンケートで、読みやすいル
ビ振り方法を確認（資料2-3【9】）

答えやすい設問数
約50％が「５問」

「５～10問程度」へ要領を改正

答えやすい選択肢数
約50％が「2～3つ」

「２～３択程度」へ要領を改正

■課題と対応案について


